




A Study on the Creative Effects obtained through the Experience of the Class 
that based on the  Scenic Design




















































































































































































































向上 変化無し 下降 向上 変化無し 下降
第１回→第２回（n） 19 17 2 29 7 2
第２回→第３回（n） 13 15 10 19 13 6





向上 変化無し 下降 向上 変化無し 下降
第１回→第２回（n） 9 5 3 14 1 2
第２回→第３回（n） 9 6 2 8 6 3





向上 変化無し 下降 向上 変化無し 下降
第１回→第２回（n） 23 11 2 28 5 3
第２回→第３回（n） 11 17 8 17 15 4





向上 変化無し 下降 向上 変化無し 下降
第１回→第２回（n） 51 33 7 71 13 7
第２回→第３回（n） 33 38 20 44 34 13






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































有といった相互作用の中で学びが起こることが明らかになっている（STAHL et al. 2006），と紹介
している．
３）江川（2010）は，小学校国語科の説明文読解学習において，読解が苦手な児童が得意な児童の問
題解決の思考過程を模倣することにより学習への動機づけと読解力の高まりを明らかにした．
４）1967年，ハーバード大学教育学の大学院で哲学者ネルソン・グッドマンの指揮のもとに創立され
た学際的研究グループで，テーマは芸術における創作活動および鑑賞活動に関する基礎研究である．
５）（１）制作の過程（学習の過程），（２）振り返り（reflection），（３）反省的な自問自答，（４）目
標達成，あるいは自己の評価基準，（５）学習の質
６）目白大学短期大学部研究紀要（2014）．表１ 舞台美術の制作工程に準じて行われた『「舞台美術
模擬授業」の流れ』に授業計画を示す．51号，P88．
７）協同評価は，担任の教師，数名の教師，司会者で構成し，生徒のポートフォーリオについて全員
で考察し参加者が意見を述べ合うと，池内（2001）は説明している．
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